
生きづらさを感じている若者への
仮想空間・リアル空間双方での支援事業

＜本事業はJANPIAの休眠預金活用事業です＞



＜本事業はJANPIAの休眠預金活用事業です＞

休眠預金助成事業
キャリアデザイン研究所では2023年度の事業として「 生きづらさを感じている
若者への仮想空間・リアル空間双方での支援事業 」を行っています。本事業は
「 困窮する子ども・若者の支援体制整備事業（特定非営利活動法人
ACOBA）」という休眠預金プログラムの助成をうけています。

（https://www.janpia.or.jp/）

https://www.janpia.or.jp/


生きづらさを感じている若者への
仮想空間・リアル空間双方での支援事業

＜不登校・引きこもり経験者もメンターとして参加＞

１．一歩を踏み出せる環境を構築

（１）居場所スペースの提供

（２）悩みごと相談スペースの提供

（３）モノづくり体験スペースの提供

（４）自治体・支援機関との連携

２．アウトリーチ体制構築

上記１について行政、家族ほか関係者とも連携し能動的に

もアプローチする



生きづらさを感じている若者への
仮想空間・リアル空間双方での支援事業

３．一歩を踏み出せた若者に対する継続的な見守り体制構築

（１）悩みごと相談スペースの提供

（２）ジョブコーチと連携し就労後の定着支援

４．メタバース・ＷＥＢ上の調査・分析体制構築

調査・分析し継続的な支援体制構築に反映します

（１）インフルエンサーを含む発信者からの聴き取り調査

（２）メタバース空間運営者からの聴き取り調査

（３）生きづらさを感じている若者当事者からの聴き取り調査



仮想空間 リアル
空間

メタバース会場
・居場所
・相談室（個別相談含む）
・トレーニング場
・販売体験

リアル会場
・居場所
・相談室（個別相談含む）
・トレーニング場
・販売体験

・ＣＤＩサイトでの製作物販売支援
・見学／体験／定着支援

企業 個人

アウト
リーチ

自宅

自由往来

分析調査

サポステの部屋



めたば～す４Ｕ
＜居場所／相談室／セミナールーム＞



めたば～す４Ｕ
＜居場所（ｴﾝﾄﾗﾝｽに草花を配置）＞



めたば～す４Ｕ
＜居場所（見上げれば青空）＞



他の空間に移動もできます

いばしょ（居場所）⇒セミナールーム等
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